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主な内容　p2-3市長への手紙、p4女性消防団募集、p5軽自動車税
の税率改正、p6農業委員会委員一般選挙、p7稲敷バラエティー、
p14市職員募集、p15年末年始の業務案内、p32稲四季通信、ほか

表紙　10月18日、新利根小学校
での初めての運動会が開催（関連
記事p23）
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Letter to the m
ayor

市
長
へ
の
手
紙

市長への手紙
皆さまからご意見・ご提案をたくさんお寄せいただきました。（4月〜9月）

「市長への手紙（住民提案カード）」は皆さまの声を反映させた住民参加のまちづくりを目的にした、手紙による提
案制度です。「市長への手紙」は、年1回、広報紙に折り込むとともに、市役所各庁舎をはじめ公民館など市の施設
に置いてあります。稲敷市の今後のまちづくりのために、日頃、市民の皆さまが考えていること、望んでいること
など、今年もたくさんのお手紙をお寄せいただいております。
　皆さまから届いた手紙は、すべて市長が読み、関係各課に回付し、市政運営の参考にさせていただいております。
また、ご提案いただいた方にはできる限り文書などで回答しております。
　今回は４月から９月までに寄せられた手紙の中から、内容を抜粋して報告いたします。
　市長への手紙をお寄せいただいた皆さま、ご提案ありがとうございました。
● 稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）　　　　☎029-892-2000（内線2406）

新
利
根
小
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い
て

Ｑ
．小
学
校
が
合
併
し
て
、ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
登
校
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
小
学
校
３
年
生
の

娘
を
も
つ
母
で
す
。バ
ス
停
か

ら
学
校
ま
で
は
５
分
も
か
か
り

ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
長
く
乗
車

し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。危
険
防
止
、事
故
防

止
の
た
め
、
で
き
れ
ば
全
員
が

座
れ
る
よ
う
な
バ
ス
を
準
備
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．学
校
の
統
合
に
よ
り
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
学

校
は
、
新
利
根
小
学
校
と
あ
ず

ま
東
小
学
校(

旧
新
東
小
学
校

区
：
平
成
25
年
４
月
～)
の
２

校
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
乗
合
バ

ス
タ
イ
プ
で
全
員
が
座
れ
る
バ

ス
で
は
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
全
員
が
座
れ
る
バ
ス
を
配

車
で
き
る
の
が
理
想
で
す
が
今

後
、
他
地
区
で
も
学
校
の
統
廃

合
が
進
む
中
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
か
か
る
経
費
は
莫
大
な
額
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、

現
時
点
で
は
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
考
え
バ
ス
会
社
に
は
常
に

乗
客
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て

の
運
行
を
指
導
し
、
子
ど
も
た

ち
に
も
常
に
乗
車
時
に
は
、

◎
乗
降
す
る
順
序
に
関
わ
ら
ず
、

上
級
生
は
下
級
生
に
率
先
し
て

席
を
譲
る
。

◎
乗
車
中
は
、
勝
手
に
席
を
移

動
し
た
り
、
ふ
ざ
け
あ
っ
た
り

し
な
い
。

な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
乗
車

す
る
よ
う
指
導
を
し
、
危
険
防

止
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

Ｑ
．バ
ス
停
ま
で
遠
い
人
や
、

巡
回
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
自
宅
か
ら
目
的
地
な
ど
の

予
約
式
バ
ス
に
し
た
ほ
う
が
も

っ
と
利
用
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。今
、
か
か
っ
て
い
る
費
用

を
運
賃
に
当
て
れ
ば
、
タ
ク
シ

ー
よ
り
は
割
安
な
料
金
で
利
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
一

考
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．公
共
交
通
体
系
の
整
備
は

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
強
く
望
ま

れ
て
い
る
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

り
ま
す
。市
と
し
ま
し
て
も
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め

に
設
置
し
た
「
稲
敷
市
地
域
公

共
交
通
会
議
」に
お
い
て
、市
・

国
・
県
と
い
っ
た
行
政
機
関
だ

け
で
な
く
、
市
民
代
表
者
な
ら

び
に
交
通
事
業
者
な
ど
と
の
意

見
交
換
を
経
て
、
公
共
交
通
体

系
の
整
備
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
は
、
巡
回
バ
ス
で
対
応

で
き
な
い
地
域
な
ど
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
の
補
完
的
交
通
と
し

ま
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に

対
し
て
１
乗
車
に
つ
き
最
高
７

０
０
円
の
助
成
を
実
施
す
る
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。　
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

利
用
の
検
討
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て

（
川
は
き
れ
い
に
）

Ｑ
．西
代
集
落
内
を
流
れ
る
川

（
現
在
は
排
水
路
）
は
２
０
１

１
年
の
災
害
に
よ
り
、
復
旧
工

事
で
水
質
が
大
変
よ
く
な
り
、

臭
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。臭
く
て

腐
食
し
た
川
に
は
戻
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
完

備
さ
れ
て
い
る
下
水
道
に
全
員

が
加
入
す
る
こ
と
で
す
。ま
だ

多
く
の
家
庭
が
未
加
入
で
す
。

行
政
指
導
で
加
入
推
進
を
強
く

希
望
し
ま
す
。

Ａ
．稲
敷
市
は
、霞
ヶ
浦
、利
根

川
、
横
利
根
川
な
ど
の
多
く
の

水
辺
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

す
。大
切
な
資
源
で
あ
る
水
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

河
川
や
水
路
等
の
水
質
浄
化
に

は
下
水
道
の
整
備
が
特
に
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
下
水

道
へ
の
接
続
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
説
明
会
や
工

事
の
際
の
個
別
説
明
な
ど
で
市

民
の
方
々
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。　
し
か
し
な
が
ら
、
思
う

よ
う
な
接
続
率
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
で

は
、
定
期
的
に
個
別
訪
問
を
行

い
加
入
促
進
に
努
め
て
お
り
、

さ
ら
に
市
民
の
方
々
に
下
水
道

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
、
広
報
紙
な
ど
に
よ
る

周
知
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

分
別
ご
み
袋
に
つ
い
て

Ｑ
．昨
年
よ
り
、
ご
み
の
分
別

が
細
分
化
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

ご
み
袋
の
購
入
費
用
が
ば
か
に

な
り
ま
せ
ん
。５
種
類
買
う
と

５
０
０
円
以
上
に
な
り
ま
す
。

な
に
よ
り
、
稲
敷
は
単
価
が
近

く
の
市
町
村
と
比
べ
る
と
高
額

で
す
。（
牛
久
・
龍
ケ
崎
は
一
種

類
約
80
円
）

　
ご
み
袋
に
市
民
の
負
担
を
か

け
る
の
で
は
な
く
、（
袋
は
ど

う
せ
捨
て
る
も
の
で
す
）
何
か

対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
袋
を
一
種
類
に
し
、

対
象
項
目
に「
○
」を
つ
け
る
、

「
レ
」を
入
れ
る
な
ど
、
改
善
策

は
あ
る
は
ず
で
す
。消
費
税
の

負
担
も
増
し
、
少
し
で
も
家
計

を
切
り
つ
め
て
い
る
者
と
し
て

何
ら
か
の
対
策
を
求
め
た
い
で

す
。

Ａ
．市
で
は
現
在
、
５
種
類
の

ご
み
収
集
指
定
袋
が
あ
り
、
種

類
毎
の
指
定
袋
は
、
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
や
集
積
所
看
板
な
ど
も

含
め
す
べ
て
色
分
け
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
を
出
す
側
、
ご

み
を
収
集
す
る
側
と
も
に
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
、
市
内
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
の
量
は
年
々
増
え
、

ゴ
ミ
の
処
理
に
は
多
大
な
経
費

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の

分
別
細
分
化
に
よ
る
処
理
費
の

削
減
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。ご
み
収
集
指
定
袋
の

各
家
庭
に
お
け
る
経
費
削
減
の

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
燃
や

す
ご
み（
大
）の
袋（
２
０
５
円
）

に
く
ら
べ
、
資
源
ご
み
の
指
定

袋
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、
紙
製
容
器
包
装
」（
１
４
５

円
）
に
分
別
し
て
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
指
定
袋
に

掛
け
る
購
入
料
金
を
多
少
な
り

と
も
抑
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
を
応
援
し
よ
う

Ｑ
．６
月
８
日
、
毎
日
新
聞
で

茨
城
Ｇ
Ｇ
の
片
岡
安
祐
美
監
督

が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
有
効
活
用
し
て

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
へ

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
を
多

い
に
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ
．茨
城
Ｇ
Ｇ
は
、
片
岡
安
祐

美
監
督
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
経

歴
を
持
つ
選
手
が
在
籍
す
る
社

会
人
野
球
ク
ラ
ブ
で
す
。選
手

た
ち
は
日
頃
か
ら
大
変
な
思
い

で
練
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

野
球
に
情
熱
を
燃
や
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
し
な
が
ら
頑
張

り
努
力
し
て
い
る
姿
は
ま
さ
に

稲
敷
の
宝
と
い
え
ま
す
。茨
城

Ｇ
Ｇ
を
市
民
一
丸
と
な
っ
て
応

援
で
き
る
よ
う
、
市
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
と
し
て
、
今
後
も

茨
城
Ｇ
Ｇ
後
援
会
の
活
動
を
支

援
し
な
が
ら
、
各
種
大
会
へ
の

応
援
ツ
ア
ー
の
企
画
や
選
手
と

の
交
流
会
な
ど
様
々
な
応
援
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
片
岡
安
祐
美
監
督
も

含
め
、
稲
敷
市
出
身
や
稲
敷
市

に
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
界
を
初
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
稲
敷
市
を
Ｐ
Ｒ
し

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
茨
城
Ｇ
Ｇ
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
丼
丼
」

の
着
ぐ
る
み
を
作
成
し
、
試
合

の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
主
催
や
各
種
団
体
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
広
く
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

行財政
　人口問題への対応 1件
　健全な自治体経営の推進 9件
　公共施設の管理と適正配置 6件
　広報・広聴 2件
住民参画
　市民協働の推進 3件
教育・文化
　義務教育 1件
保健・福祉
　高齢者福祉 2件
産業
　観光の振興 １件
都市基盤・生活環境
　住宅・住環境 3件

平成26年度上半期「市長への手紙」内容別集計

　道路 3件
　公共交通 6件
　生活排水対策 3件
　防災 1件
　消防・救急 １件
　消費生活 １件
　地域情報化 ５件
環境保全・自然環境
　地球環境の保全と
　　　　　循環型社会の構築 1件
　自然環境・霞ヶ浦
　　　　　の保全と活用 1件
　公害対策・環境美化の推進 10件



（円）

（円）
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女性消防団募集
稲敷の防災にあなたのチカラを

私たち女性消防団は現在結成5年目を迎え、職業や年齢も様々
な団員12名で活動をしています。2年前から取り組んでいる
幼児防火教室では、自作の紙芝居で防火指導を行っています。
　また、防災訓練や防火訪問で地域の防災意識を高める活動を
しています。地域の安心と安全を守るために、あなたのチカラ
を貸してください！
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）☎ 029-892-2000（内線
4403）

○
応
募
資
格

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

・
18
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数

・
若
干
名

○
応
募
締
め
切
り

・
平
成
27
年
１
月
31
日

○
任
命
年
月
日

・
平
成
27
年
4
月
1
日

○
申
込
方
法

生
活
環
境
課
消
防
防
災
係
ま
た
は
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
総
合

窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他（
処
遇
等
）

・
業
務
に
従
事
し
た
時
は
一
定
額
の
費
用
弁

　
償
、出
動
手
当
を
支
給

・
制
服
、活
動
服
を
貸
与

・
公
務
災
害
補
償
制
度
、退
職
報
償
金
制
度
有
り

仕事とは別の仲間ができて、
　　　いまはとっても楽しいです。
Q1

Q2

Q3

消防団でどんなことをされていますか？

消防団への入団のきっかけは？

女性のみなさまにメッセージをお願いします

こんなところで
女性のチカラが
発揮されます。

救命救急講習の
ボランティア

火災予防などの
防火広報活動

消防団開催の
各種行事への参加

幼児防火教室など
の防火指導

平成26年度地方税法の一部改正により、平成27年度か
ら原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二
輪の小型自動車の税率変更が行われました。変更内容は
下記のとおりです。
●稲敷市税務課（桜川庁舎）　☎ 029-892-2000（内
線 4503）

軽自動車税の税率改正
平成27年度より変更になります

●原動機付自転車および二輪車等

原動機付自転車および二輪車等につきましては平成27年度から新税率が適用されます。

種別 現行 新税率

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 2,000

50cc 超〜90cc 以下 1,200 2,000

90cc 超〜125cc 以下 1,600 2,400

ミニカー 2,500 3,700

軽二輪 125cc 超〜250cc 以下 2,400 3,600

ボートトレーラー 2,400 3,600

小型二輪 250cc 超 4,000 6,000

小型特殊自動車
農耕作業用

二輪のもの 1,600

2,400
四輪のもの

1,000cc 以下 2,400

1,000cc をこえるもの 3,100

特殊作業用 4,700 5,900

●三輪および四輪車以上の軽自動車

・三輪および四輪以上の軽自動車にあっては、平成27年4月1日以降に最初に新規検査を受けるものから新税率
　が適用されます。
・平成27年3月31日までに新車新規登録した車両は登録後13年まで現行税率のままです。車検証の「初年度検
　査年月日」に記載された年月で確認できます。
※ 重課税率
　初めて車両番号の指定を受けた月から13年を経過した車両は、平成28年度から重課税率が適用されます。

種別 現行税率 新税率 （※）重課税率

三輪のもの 3,100 3,900 4,600

四輪以上

自家用
乗用 7,200 10,800 12,900

貨物 4,000 5,000 6,000

営業用
乗用 5,500 6,900 8,200

貨物 3,000 3,800 4,500

稲敷市女性消防団分団長飯田　かよ子 さん

幼児防火教室など就学前の子どもたちに煙や火の怖さ、逃げ方などを教えて
います。ほかにも消防団開催の行事などにも参加しています。

仕事をやめて、時間に余裕ができたということもありますが、以前からボラ
ンティアに関心があり、活動したいと思っていました。その時に広報稲敷で

「女性消防団員募集」があり、応募し入団しました。

女性消防団は災害現場には出動しませんが、“女性のもつ細やかな心配り” を
生かし、地域の安全・安心を守る活動を少しずつしていきましょう。市民の皆
さんや団員との交流の中で楽しさや喜びを一緒に得ませんか。

消防署員と消防団員と
一緒に皆さんのお宅を
訪問しています。

現在、女性消防団では
救命指導員の資格を7
名が持っています。

紙芝居で子どもたちに
火災の恐さを教えてい
ます。

身が引き締まる思いです。

主婦



稲敷市農業委員会委員一般選挙が2月1日（日）告示、2
月8日（日）に投票で行われる予定です。

●稲敷市選挙管理委員会（江戸崎庁舎総務課内）
☎ 029-892-2000（内線 2209）

農業委員会委員一般選挙
2月1日（日）告示、2月8日（日）投票

稲敷バラエティー
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選
挙
に
つ
い
て

◆
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時

◆
投
票
所

投
票
は
市
内
４
か
所
の
投
票
所

で
行
う
予
定
で
す
。

◆
選
挙
区
と
委
員
の
定
数

・
第
１
選
挙
区（
江
戸
崎
地
区
）

＝
定
数
７

・
第
２
選
挙
区（
新
利
根
地
区
）

＝
定
数
６

・
第
３
選
挙
区（
桜
川
地
区
）＝

定
数
５

・
第
４
選
挙
区（
東
地
区
）＝
定

数
７

　
選
挙
権（
投
票
資
格
）

次
の
1
～
3
の
要
件
を
満
た
し

て
お
り
、
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

1 

稲
敷
市
に
住
所
を
有
す
る
者

2 

平
成
26
年
３
月
31
日
現
在

で
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者

（
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

以
前
の
者
）

3 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

・
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員

会
が
認
め
た
者

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員

で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員

会
が
認
め
た
者

　
被
選
挙
権（
立
候
補
資
格
）

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
。

1 

選
挙
権
の
あ
る
者

2 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

・
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な

か
っ
た
者
で
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
べ
き
者

・
選
挙
人
名
簿
確
定
の
期
日
に

お
い
て
年
齢
満
20
歳
に
達
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
選

挙
の
期
日
ま
で
に
年
齢
満
20
歳

に
達
し
た
者
（
被
選
挙
権
の
年

齢
要
件
は
、
選
挙
期
日
に
お
い

て
算
定
さ
れ
る
た
め
、
平
成
７

年
２
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
）

・
そ
の
他
選
挙
の
期
日
ま
で
に
被

選
挙
権
を
有
す
る
に
至
っ
た
者

　
立
候
補
予
定
者
の
方
へ

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時
：
１
月
15
日（
木
）　
午
後
２
時
～

▽
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎
会
議
室

◆
立
候
補
予
定
者
事
前
審
査

▽
日
時
：
１
月
22
日（
木
）　
午
後
２
時
～
５
時

▽
江
戸
崎
庁
舎
会
議
室

◆
立
候
補
受
付

▽
日
時
：
２
月
１
日
（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎
会
議
室

10月から撮影開始をしました「いーな！稲敷 幸せプロジェクト〜心のプラカード 稲敷市Ver.」が、11月4日に無事ク
ランクアップしました。撮影開始前は不安そうな参加者もいましたが、撮影終了後にはみんな笑顔があふれていました。
　撮影スタッフは一足早く、動画を見ましたが、笑顔あふれる作品になり、市民の皆さまにはスタッフ一同改めて感謝
の心でいっぱいです。参加・協力してくださった皆さま、ありがとうございました。
　完成動画は、Youtube にて見ることができます。下記URL またはQR コードにてアクセスしてください。また、メ
イキング動画も作成しましたのでそちらもご覧ください。

「いーな！稲敷  幸せプロジェクト〜心のプラカード 稲敷ver. 〜」とは？
稲敷市が誕生して、10周年を迎えようとしています。合併してからのこの10年間、いろいろなことがありましたが、
稲敷市の皆さまは、昔も今も心温かい人ばかりです。これからもずっと、心温かく「稲敷市民みんなが、仲良く、元気で、
幸せである」ことを願い、AKB48の「心のプラカード」稲敷市ver. を制作しました。

《参加者のみなさま、ご協力ありがとうございました。》

稲敷市 ver.

https://www.youtube.com/watch?v=WD5iXXzjc7U

https://www.youtube.com/watch?v=ozNDE_UQigY

【本編】

【メイキング】

広告募集 市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載する有料広告を
募集します。会社やお店などの広告を掲載してみませんか？
▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）

い～な稲敷！幸せフロジェクト♥♥♥

You tube
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工
業
統
計
調
査

　　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。こ

の
調
査
は
製
造
業
事
業
所
の
活

動
状
態
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
３
０
０
）

保
険
料
の
追
納
制
度

　
　
年
金
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免

除
制
度
」や
若
年
層（
20
歳
代
）

の
方
を
対
象
と
し
た
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」、
学
生
の
方

を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取

る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

め
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の

保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め

に
、「
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追

納
）」が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
追
納
保
険
料
は
、
先
に
経
過

し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
に
追
納
を
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
免
除
に
つ
い
て

は
、
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険

料
を
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
期
間
の
一
部

免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）

と
な
り
、
追
納
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
５
︲
１
１
７
０

・
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
６
１
３
）

姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

　

今
後
の
予
定

昨
今
の
人
口
問
題
や
経
済
状
況

等
、
両
市
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
に
よ
り
、
か
ね
て
よ
り
派

遣
事
業
及
び
受
入
事
業
に
つ
い

て
、
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
側
と

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。今

後
も
末
永
く
友
好
的
に
交
流
を

継
続
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
両

事
業
を
隔
年
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
当
面
の
実
施
予
定
は
、
下
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

年　度 派　遣 受　入

26年度 H26. ８
派遣実施 受入なし

27年度 H27.8
派遣予定

H28.3
受入予定

28年度 派遣なし 受入なし

29年度 H29.8
派遣予定

H30.3
受入予定

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

６
０
１
）

い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度

　
　

12
月
１
日
開
始

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

料
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
加
算
な

ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
い

ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
」
を

12
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
！

◇
優
待
カ
ー
ド(

い
ば
ら
き
シ

ニ
ア
カ
ー
ド)

は
、
11
月
25
日

か
ら
配
付
し
ま
す
。

　
保
険
証
な
ど
住
所
、
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
、
配
付
を
希
望
さ
れ
る
ご
本

人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
配
付
窓
口
：
高
齢
福
祉
課
、

江
戸
崎
総
合
窓
口
課
、
桜
川
総

合
窓
口
課
、東
総
合
窓
口
課

◇
協
賛
店
舗
に
は
、
シ
ニ
ア
カ

ー
ド
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
テ
ッ

カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
が
店
頭
に
貼

っ
て
あ
り
ま
す
。

◇
協
賛
店
舗
の
募
集
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
配
付

に
関
す
る
こ
と
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

稲
敷
歴
史
か
る
た

　
　
読
み
札
募
集
中
！

稲
敷
市
の
歴
史
や
文
化
、
民
俗

な
ど
「
稲
敷
の
宝
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
か
る
た
を
制
作
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
思
う「
稲
敷
の
宝
」

を
テ
ー
マ
に
、五
・
七
・
五（
字

余
り
可
）
の
読
み
札
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
広
報
稲
敷
11
月
号

（
折
り
込
み
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
締
切　
平
成
27
年
１
月

６
日（
火
）

■ 

申
込
・
問
合
せ
先

稲
敷
歴
史
か
る
た
を
つ
く
る
会

事
務
局
・
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

３
２
５
６
）

・
茨
城
県
長
寿
福
祉
課
（
制
度

に
関
す
る
こ
と
）　

☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
３
３
２
６△優待カード

冬
の
お
風
呂
は
要
注
意

　
　
消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ

浴
室
や
脱
衣
所
で
は
、
室
温
と

浴
槽
の
お
湯
の
温
度
差
に
よ
り
、

血
圧
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と

で
意
識
が
な
く
な
っ
た
り
、
心

筋
梗
塞
や
不
整
脈
、
脳
卒
中
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
冬
場
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。特
に
高
齢

者
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、

平
成
25
年
9
月
か
ら
平
成
26
年

３
月
ま
で
に
、
65
歳
以
上
で
入

浴
に
関
連
す
る
救
急
出
場
が
１

０
１
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
約

4
割
の
39
人
が
重
症
以
上
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
浴
前
に
浴
室
や
脱
衣
所
を
事

前
に
温
め
て
お
く
、
お
湯
の
温

度
を
41
℃
以
下
に
設
定
し
長
湯

は
し
な
い
、
飲
酒
後
・
食
事
直

後
・
深
夜
の
入
浴
は
控
え
る
、

な
ど
の
注
意
点
を
守
っ
て
楽
し

い
入
浴
を
！
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ジ
ェ
ル
状
洗
剤
の
取
扱
い
に
注
意

　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
の
粉
末
や
液
体
の
洗

剤
と
は
違
う「
第
３
の
洗
剤
」と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ル

状
洗
剤
を
子
供
が
誤
っ
て
飲
ん

で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
緑
や
赤
の
液
体
洗
剤
が
透
明

フ
ィ
ル
ム
で
包
ま
れ
、
弾
力
性

が
あ
っ
て
一
見
ゼ
リ
ー
の
よ
う

に
見
え
ま
す
。子
供
の
目
に
は

宝
石
箱
の
よ
う
に
映
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
パ
ッ
ク
型
の
洗
剤
は
計

量
の
手
間
も
な
く
液
だ
れ
も
し

な
い
便
利
な
洗
濯
グ
ッ
ズ
な
の

で
す
が
、
簡
単
に
は
破
れ
な
い

強
度
が
あ
る
一
方
、
水
に
濡
れ

る
と
中
身
が
出
て
く
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。子
供
が
手

に
取
り
、
口
に
含
む
と
唾
液
で

フ
ィ
ル
ム
が
破
れ
、
洗
剤
が
口

内
に
入
る
こ
と
か
ら
嘔
吐
や
咳

な
ど
の
症
状
が
出
た
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
濡
れ
た
手
で
子
供
が

触
る
と
、
手
に
洗
剤
が
つ
き
皮

膚
や
目
へ
の
影
響
が
出
て
く
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

保
管
や
取
扱
い
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

下
水
道
接
続
の
お
願
い

　
　

き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に

下
水
道
は
、
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域
の
皆
さ
ん
が
接

続
し
て
大
き
な
効
果
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。川
や
湖
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
住

む
私
た
ち
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。そ
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
衛
生
的
な
生
活
を
す
る

た
め
に
も
下
水
道
は
必
要
で
あ

り
、
下
水
道
へ
の
接
続
は
私
た

ち
の
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
下
水
道
が
使
え
る
区

域
の
ご
家
庭
で
、
ま
だ
接
続
が

済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
早
急

に
接
続
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
接
続
の
義
務

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
区
域
で
は
遅
滞
な
く
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
も
茨

城
県
霞
ヶ
浦
水
質
保
全
条
例
の

改
正
が
あ
り
、
下
水
道
と
同
じ

よ
う
に
農
集
排
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
る
区
域
は
接
続
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

●
3
年
以
内
の
接
続
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
！

　
下
水
道
の
工
事
が
終
わ
っ
て
、

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

（
供
用
開
始
の
告
示
日
か
ら
）

3
年
以
内
の
接
続
に
つ
い
て
は
、

宅
内
工
事
に
対
し
て
補
助
金
の

交
付
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
最

高
で
5
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
宅
内
工
事
は
、台
所
、風
呂
、

洗
面
所
、
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水

を
市
が
設
置
し
た
「
公
共
枡
」

（
汚
水
枡
）
に
接
続
す
る
た
め

の
工
事
、
汲
み
取
り
式
便
所
を

水
洗
化
す
る
た
め
に
か
か
る
経

費
が
対
象
に
な
り
ま
す
。申
請

用
紙
は
、
接
続
確
認
の
時
に
お

届
け
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
下
水
道
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

い
な
し
き
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ン

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

市
で
は
、
い
な
し
き
子
ど
も
・

子
育
て
プ
ラ
ン
の
策
定
を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の
度
、
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

●
資
料
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見

募
集
期
間

12
月
１
日
（
月
）
～
12
月
19
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

●
資
料
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
子
ど
も
家

庭
課
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
、

各
公
民
館
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
パ
ン
プ
２
階
）

●
意
見
の
提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
「
意

見
等
記
入
用
紙
」
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名
の
記
入

は
必
須
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課（
新
利
根

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
３
）

地
デ
ジ
難
視
対
策
支
援
終
了

　　
お
早
め
に
お
申
し
込
み
を

非
常
勤
保
育
士
募
集

　　
桜
川
こ
ど
も
園

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ

難
視
対
策
の
た
め
の
各
種
支

援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月

末
で
終
了
し
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策

工
事
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、

遅
く
と
も
12
月
中
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▽
職
種
：
保
育
士　

▽
募
集
人
員
：
若
干
名　

▽
勤
務
場
所
：
市
立
桜
川
こ
ど

も
園　

▽
募
集
資
格
：
保
育
士
並
び
に

幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
免
許
を

有
す
る
者　

▽
雇
用
期
間
：
平
成
27
年
１
月

４
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

（
雇
用
期
間
を
延
長
す
る
場
合

あ
り
）

▽
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時（
延
長
勤
務
あ
り
）

▽
報
酬
等
：
時
給
１
０
７
０
円

（
ほ
か
交
通
費
支
給
）

※
稲
敷
市
一
般
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く

▽
申
込
方
法
：
12
月
10
日（
水
）

ま
で
に
桜
川
こ
ど
も
園
へ
左
記

関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書

②
履
歴
書
（
①
②
の
資
料
は
桜

川
こ
ど
も
園
に
あ
り
）

③
免
許
資
格
証
明
書
（
コ
ピ
ー

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務

省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

総
務
所
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　
☎
０
５
７
０
︲
０
７

︲
０
１
０
１

可
）を
提
出（
郵
送
可
）　

▽
選
考
方
法
：
面
接
（
応
募
者

に
は
後
日
連
絡
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
桜
川
こ
ど
も
園　
☎
０

２
９
︲
８
９
４
︲
２
０
１
３
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鹿嶋市荒野 1393-3（中野東小近く　実機あります。見学歓迎）
お問い合わせは ０２９９ー６９ー７９０９（TEL/FAX）
地元・自社施行販売の 有限会社 赤嶺電研企画

建設業許可茨城県知事 般-18 第 31782 号
太陽光発電の設計・施行・販売【産業用・家庭用】

太 陽 光 発 電 で
第二の年金！を始めませんか？
家族！家計！日本！そして、地球環境！全部に貢献！

広告

平
成
25
年
度
の
決
算
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
稲
敷
地
方
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
事
務
局
管
理
課　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
７
４
１

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

　

  

財
政
状
況

平
成
25
年
度
の
決
算
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
龍
ケ
崎
地
方
衛
生

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１
４

４

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
財
政
状
況

歳　入 歳　出
項　目 金　額 割　合 項　目 金　額 割　合

分担金及び負担金 536,841 66.3 議 会 費 2,607 0.3
使用料及び手数料 26,412 3.3 総 務 費 184,028 23.3
国  庫  支  出  金 100,414 12.4 衛 生 費 484,154 61.3
財　産　収　入 664 0.1 公 債 費 118,902 15.1
寄　　附　　金 0 0.0 予 備 費 0 0.0
繰　　入　　金 102,371 12.6
繰　　越　　金 9,515 1.2
諸　　収　　入 33,610 4.1
合　　　　　計 809,827 100.0 合　計 789,691 100.0

〈一般会計〉 （単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

歳　入 歳　出
項　目 収入済額 構成比 項　目 支出済額 構成比

分賦金及び負担金 3,271,620 95.7 議 会 費 2,324 0.1
使用料及び手数料 7,517 0.2 総 務 費 128,920 3.8
国  庫  支  出  金 10,551 0.3 消 防 費 3,110,908 92.4
財　産　収　入 72 0.0 公 債 費 125,492 3.7
寄　　付　　金 0 0.0 予 備 費 0 0.0
繰　　入　　金 6,000 0.2
繰　　越　　金 27,418 0.8
諸　　収　　入 11,653 0.3
組　　合　　債 83,900 2.5
合　　　　　計 3,418,731 100.0 合　  計 3,367,644 100.0

〈一般会計〉

〈特別会計〉
会　計　名 歳　入 歳　出

老人ホーム特別会計 110,219 107,040
水防事業特別会計 10,670 10,112

トピックストピックス

「
子
ど
も
の
遊
び　
い
ま
・
む
か
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館

『
子
ど
も
に
と
っ
て
、「
遊
ぶ
こ

と
」
は
成
長
す
る
過
程
の
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。』

と
、
一
言
に
い
っ
て
も
、
時
代

に
よ
っ
て
遊
び
の
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　
今
回
の
収
蔵
品
展
で
は
、
江

戸
時
代
の
浮
世
絵
に
残
る
子
ど

も
の
遊
び
か
ら
、
現
在
60
歳
後

半
に
な
る
団
塊
の
世
代
が
遊
ん

だ
メ
ン
コ
や
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
懐

か
し
い
昔
の
遊
び
、
そ
し
て
若

者
世
代
が
遊
ん
だ
ゲ
ー
ム
機
を

含
む
現
代
の
遊
び
ま
で
を
一
挙

に
展
示
し
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
を
夢

中
に
さ
せ
る
「
遊
び
」。そ
の
時

代
ご
と
の
変
化
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
遊
び
が
持
つ
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
期
間
】

12
月
５
日
（
金
）
～
２
月
１
日

（
日
）

【
休
館
日
】

月
曜
日
・
12
月
23
日
・
26
日
・

12
月
28
日
～
１
月
３
日・13
日・

30
日

▽
入
場
料
：
無
料

※
す
ご
ろ
く
や
福
笑
い
と
い
っ

た
、
正
月
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

あ
り

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１◁
展
示
品（
一
部
）

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補
助
募
集

　
　

子
ど
も
が
好
き
な
方

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
や

疾
病
な
ど
で
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
家
族
が
い
な
い
ご
家
庭
の
小

学
生
を
、
放
課
後
や
長
期
の
休

業
期
間
に
お
預
か
り
し
、
生
活

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
、
年
間
を
通

し
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
７
名

▽
勤
務
日
：
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
週
２
日
か
ら
５
日

※
祝
日
を
除
く

▽
勤
務
時
間
：
通
常
＝
午
後
１

時
40
分
～
午
後
６
時
20
分

長
期
休
業
期
間
な
ど
＝
午
前
８

時
～
午
後
６
時
20
分
、
ま
た
は

こ
の
内
の
５
時
間
程
度

▽
賃
金
及
び
資
格

◇
指
導
員
：
時
給
９
０
０
円

・
保
育
士
、教
諭（
幼
稚
園
・
小

学
校
等
）の
資
格
を
持
つ
方

・
高
校
卒
業
で
か
つ
二
年
以
上

児
童
ク
ラ
ブ
に
類
す
る
事
業
の

勤
務
経
験
が
あ
る
方

◇
補
助
：
時
給
８
１
０
円

・
学
生（
大
学
生
・
専
門
学
校
生

な
ど
）、指
導
員
の
資
格
・
条
件

に
該
当
し
な
い
方

・
子
ど
も
が
好
き
で
熱
意
の
あ

る
お
お
む
ね
55
歳
ま
で
の
方

※
ほ
か
交
通
費
支
給

▽
申
込
方
法 

：
１
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
子
ど
も
家
庭
課

へ
非
常
勤
職
員
等
履
歴
書
・
非

常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書
（
子

ど
も
家
庭
課
に
あ
り
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
長
期
の
休
業
期
間（
夏
休
み
）

の
募
集
は
６
月
に
行
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７（
直
通
）

製
造・専門店

人形の

江戸扇
え ど せん

人形協会認定優良店

羽子板破魔弓稲敷店 TEL0297（60）6077
潮来街道

↓神崎町↓旧下総↓成田

利根川利根川

潮来
香取→

東町
幸田新利根COM

ケーヨーD2

角崎
交差点

竜ヶ崎
ニュータウン

竜
ヶ
崎

栄町
安食台
竜角寺

↓

←

ミニ
ストップ

角崎交差点より竜ヶ崎方面へ約400m

長豊橋 常総大橋 神崎大橋

人形の江戸扇
稲敷店

R408

潮来店 TEL0299（66）5280

ホームジョイ本田より鹿嶋方面へ約300ｍ

→
鹿
嶋

新神宮橋

神宮橋

霞ヶ浦 北浦霞ヶ浦 北浦
↑石岡

↑行方

NTT
潮来

ホームジョイ
　　本田

神栖
　↓

道の駅
いたこ
↓

水
郷
有
料

道
路

人形の江戸扇
潮来店

R51

製造・専門店ならではの
確かな品を大御奉仕!!
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市
職
員
募
集（
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
）

　
　

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用

●
採
用
予
定
人
員

保
健
師
＝
１
名

社
会
福
祉
士
＝
１
名

●
採
用
選
考

▽
日
程
：
１
月
18
日（
日
）　

▽
場
所
：
市
役
所
東
庁
舎

▽
内
容
：
面
接
試
験

●
申
込
書
の
配
布

11
月
28
日
（
金
）
よ
り
総
務
課
で

配
布
。

　
申
込
書
を
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

封
筒
に「【
職
種
】【
試
験
区
分
】職

員
採
用
選
考
申
込
書
請
求
」
と
朱

書
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号

／
宛
先
明
記
／
１
２
０
円
分
の
切

手
添
付
）
を
同
封
し
、
総
務
課
へ

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

顔
写
真
を
添
付
し
た
申
込
書
と
面

接
カ
ー
ド
を
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
12
月
１
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）（
土
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
郵
送
12

月
19
日（
金
）午
後
５
時
必
着

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
５
／
２
２
０
６
）

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷
市

江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１

【受験資格】

※その他欠格事項あり

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員

　
　

登
録
制
度
の
ご
案
内

市
で
は
、
非
常
勤
職
員
と
臨
時

職
員
を
登
録
制
度
に
よ
り
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

　
登
録
制
度
と
は
、
市
で
非
常

勤
職
員
な
ど
と
し
て
働
く
こ
と

を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
あ
ら
か

じ
め
働
き
た
い
期
間
や
職
種
な

ど
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か
ら

条
件
に
合
う
方
を
登
録
内
容
お

よ
び
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
し
、

採
用
す
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
業
務
の
必
要
に
応

じ
て
採
用
す
る
た
め
、
登
録
さ

れ
た
方
が
す
べ
て
採
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
、
平
成
26
年
12
月
31
日

が
登
録
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
以
降
も
引
き
続
き
登

録
を
ご
希
望
の
方
は
、
改
め
て

「
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
登
録
期
間

登
録
日
か
ら
平
成
28
年
12
月
31

日登
録
は
随
時
受
付
け
し
ま
す
。

●
登
録
条
件

・
職
務
執
行
上
支
障
の
な
い
良

好
な
健
康
状
態
で
あ
る
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

め
る
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

●
登
録
手
続
き

「
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書
」

を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。郵
送
に
よ
る
申
込
み
も
受

け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
土
、日
、祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

▽
受
付
場
所
：
総
務
課　
（
市

役
所　
江
戸
崎
庁
舎
）

●
「
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請

書
」の
請
求
方
法

①
総
務
課
で
配
布

②
郵
送
に
て
請
求

封
筒
に
「
非
常
勤
職
員
等
登
録

申
請
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、

職　種 試験
区分 年 齢 等 学歴・免許・資格等

保 健 師 D 昭和50年４月２日から
平成５年４月１日まで
に生まれた方

保健師免許を有する方
または平成27年３月末日
までに取得見込みの方

社会福祉士 F
社会福祉士資格を有する方
または平成27年３月末日
までに取得見込みの方

総
務
課
人
事
給
与
係
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

●
主
な
登
録
募
集
職
種
（
平
成

26
年
12
月
１
日
現
在
）

一
般
事
務
、
一
般
労
務
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
講
師
、
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
、司
書
、看
護
師
、保
健
師
、

栄
養
士
、
調
理
員
、
歯
科
衛
生

士
、
介
護
認
定
調
査
員
、
介
護

支
援
専
門
員　
ほ
か

●
任
用
期
間
／
勤
務
時
間

選
考
の
際
、
担
当
課
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
２
２
０
５
／
２
２
０

6
）

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷

市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１

◆ 可燃ごみ年末特別収集

地区ごとに担当業者が決まっています（下表参照）。年末は混雑しますので、早めにお申し込みください。

名　　称 営 業 区 域 電　話　番　号 休　業　期　間
江戸崎衛生社 江戸崎地区 029-892-0456 12月31日（水）〜 1月4日（日）

遠藤衛生 桜  川 地区 0478-72-3305 12月28日（日）〜 1月5日（月）
関東総業 新利根地区

桜  川 地区 0297-87-2552 12月27日（土）〜 1月4日（日）
（有）環境衛生センター 　東　地区 0478-54-3283 12月28日（日）〜 1月4日（日）

（有）オサム 　東　地区 0299-66-4114 12月31日（水）〜 1月4日（日）
北総衛生舎 　東　地区 0299-79-0050 12月28日（日）〜 1月4日（日）

◆ し尿汲み取り

施設および業務名 休業期間 問合せ先

市役所各庁舎
12月27日（土）〜1月4日（日）
※ 休業期間中、婚姻届、出生届、死亡届などは、各庁舎の日直
が受け付けます。

029-892-2000

図書館 12月28日（日）〜1月3日（土） 0299-79-3111
歴史民俗資料館 12月28日（日）〜1月3日（土） 0299-79-3211
江戸崎公民館 12月28日（日）〜1月4日（日） 029-892-4110
新利根公民館 12月28日（日）〜1月4日（日） 0297-87-2175
桜川公民館 12月28日（日）〜1月4日（日） 029-894-2981
あずま生涯学習センター 12月28日（日）〜1月4日（日） 0299-79-0053
ふれあいセンター 12月27日（土）〜1月4日（日） 0297-87-6111
いこいのプラザ 12月27日（土）〜1月4日（日） 0297-63-1004
江戸崎体育館 12月28日（日）〜1月4日（日） 029-892-8661
桜川総合運動公園 12月28日（日）〜1月4日（日） 029-894-3600
子育て支援センター　あいアイ 12月27日（土）〜1月4日（日） 0297-87-7070
子育て支援センター　こうだ 12月27日（土）〜1月4日（日） 0299-79-2296
子育て支援センター　つばさ 12月27日（土）〜1月4日（日） 090-2210-7355
子育て支援センター　ひまわり 12月27日（土）〜1月4日（日） 090-3232-2680

斎場　聖苑香澄

1月1日（木）〜3日（土）
※1月1日（木）（午前8時30分〜午後5時）から予約は受け付
けいたしますが、申し込み手続き（申請および打合せ）は、1月
4日（日）から行います。

029-894-4510

衛生土木へのごみ持ち込み 12月28日（日）〜1月4日（日）
※ 年末の持ち込みは、12月27日（土）午前11時30分まで 029-892-2841

年末の特別収集は通常の曜日、コースと違った行程で行います。
ごみは、当日の午前8時30分までに出してください。収集後に出されたごみについては収集いたしません。

収　集　地　区 収　集　日
江戸崎地区 12月29日（月）

新利根地区、桜川地区、東地区 12月30日（火）

年末年始の業務案内行政機関・
　各公共施設
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卒
業
後
、
小
山
記
念
病
院
に
お

い
て
勤
務
す
る
方　

▽
貸
与

額
：
５
万
円
コ
ー
ス　
初
年
度

学
費
全
額
（
入
学
金
含
む
）
お

よ
び
月
額
５
万
円
（
２
年
目
以

降
）
／
10
万
円
コ
ー
ス
月
額
10

万
円　
※
い
ず
れ
か
選
択

現
在
、
在
学
中
の
方
に
は
遡
及

し
て
貸
与
可
能
で
す
。

返
済
：
免
除
規
定
あ
り

応
募
方
法
：
履
歴
書
を
左
記
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送

●
小
山
記
念
病
院
事
務
局　
☎

０
２
９
９
︲
８
５
︲
１
１
３
２

（
〒
３
１
４
︲
０
０
３
０　

鹿

島
市
厨
５
︲
１
︲
２
）

e
-m

ail:ko
yam

ah
p

@
sopia.or.jp

行
政
書
士

無
料
相
談

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
12
月
20
日（
土
）、
１

月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４

時　
▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民
館

▽
相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
／
法
人
設
立
お
よ

び
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
な

ど●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０

陸
航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
：
12
月
23
日（
火
）　
１

回
目　
正
午
～
午
後
０
時
30
分

／
２
回
目　
午
後
３
時
～
３
時

30
分　
▽
場
所
：
航
空
科
学
博

物
館
１
階
西
棟
展
示
室　
▽
費

用
：
入
館
料
の
み　
▽
内
容
：

ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
を
中
心
と
し

た
ハ
ー
プ
、バ
イ
オ
リ
ン
、ピ
ア

ノ
、
ベ
ー
ス
の
演
奏
家
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。　
飛
行
機

に
囲
ま
れ
た
中
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
や
さ
し
い
航
空
の
は
な
し

「
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

お
は
な
し
」

▽
日
時
：
12
月
７
日（
日
）　
午

後
１
時
～　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館　
１
階
多
目
的
ホ
ー

ル　
▽
費
用
：
入
館
料
の
み

▽
内
容
：
成
田
空
港
内
の
航
空

機
の
誘
導
・
交
通
整
理
を
行
っ

て
い
る
「
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
」。そ
の
業
務
内
容
に
つ
い

て
体
験
談
を
交
え
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

長
の
澤
口
俊
之
氏
が
最
先
端
の 

脳
育
成
学
を
ベ
ー
ス
に
講
演
を

行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
平
成
27
年
2
月
1
日

(

日)

午
後
２
時
～
午
後
３
時

30
分(

受
付
：
午
後
１
時
30
分

～)　

▽
会
場
：
土
浦
市
民
会

館　
小
ホ
ー
ル
（
土
浦
市
真
鍋

町
２
︲
６
）　

▽
入
場
料
：
無

料（
要
事
前
予
約
）　
▽
定
員
：

３
４
０
名　
▽
講
師
：
澤
口
俊

之
氏
（
人
間
性
脳
科
学
研
究
所

所
長
、
武
蔵
野
学
院
大
学
教
授
、

元
北
海
道
大
学
研
究
科
教
授
）

●
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
２
６
︲

１
１
０
１

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

募
集
中

（
公
社
）
茨
城
県
栄
養
士
会
で

は
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
「
栄

養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
個
別
栄
養
相

談
、
診
療
所
な
ど
医
療
機
関
に

お
け
る
栄
養
相
談
、
生
活
習
慣

病
お
よ
び
介
護
予
防
の
食
事
相

談
、
地
域
に
お
け
る
食
育
講
座

な
ど
で
す
。

　
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

人
権
週
間

12
月
４
日
〜
10
日

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念

し
、毎
年
12
月
10
日
を「
人
権
デ

ー
（Hum

an Rights Day

）」

と
定
め
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー

を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と

し
て
各
種
の
人
権
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権

は
自
分
と
同
じ
よ
う
に
ほ
か
の

人
に
も
あ
る
こ
と
を
考
え
、
お

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
水
戸
地
方
法
務
局　
茨
城
県

人
権
擁
護
連
合
委
員
会

講
演
会「
子
ど
も
の
脳

を
い
か
に
育
む
か
」

子
ど
も
や
社
会
人
が
真
に
伸
ば

す
べ
き
能
力
は
何
か
。そ
の
能

力
を
い
か
に
育
成
す
れ
ば
よ
い

の
か
。フ
ジ
テ
レ
ビ
「
ほ
ん
ま

で
っ
か
！
？
Ｔ
Ｖ
」
で
お
な
じ

み
、
人
間
性
脳
科
学
研
究
所
所

informationくらしと情報 informationくらしと情報

～
４
時　
▽
場
所
：
東
京
医
科

大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
ほ
か

８
か
所　
▽
対
象
者
：
が
ん
患

者
お
よ
び
そ
の
家
族　
▽
相
談

料
：
無
料　
▽
申
込
方
法
：
電

話
で
事
前
予
約　
▽
申
込
先
：

東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン

タ
ー
（
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
３

︲
20
︲
１　
☎
０
２
９
︲
８
８

７
︲
１
１
５
７
）ほ
か
８
か
所

左
記
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
保
健
予
防
課　
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
３
２
２
４

福
祉
の
お
仕
事

就
職
面
接
会

福
祉
の
仕
事
や
資
格
な
ど
の
情

報
提
供
、
福
祉
事
業
所
（
求
人

者
）と
の
面
談
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費
：
無
料
（
駐
車
場
料

金
は
自
己
負
担
）　

▽
事
前
申

込
：
不
要　
▽
日
時
：
12
月
９

日（
火
）、12
月
10
日（
水
）午
後

４
時
30
分
～　
▽
会
場
：
土
浦

わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
セ

ミ
ナ
ー
室
（
土
浦
市
大
和
町
９

︲
３　
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
３　
５
階

５
０
２
号
）　

▽
対
象
者
：
福

祉
の
職
場
に
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方

●
社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
社
会

福
祉
協
議
会　
茨
城
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
２

４
４
︲
４
５
４
４

日
本
語
教
室

生
徒
募
集

サ
ー
ク
ル「
か
ぼ
ち
ゃ
」で
は
、

市
在
住
の
外
国
人
の
方
に
、
日

本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
身
近
に
日
本
語
を
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
外
国
人
の
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
ぜ
ひ
そ
の
方
に
、
こ
の
教
室

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
毎
週
水
曜
日　
午
後

１
時
～
２
時
30
分
／
午
後
７
時

30
分
～
９
時　
▽
場
所
：
江
戸

崎
公
民
館　
▽
費
用
：
無
料

※
初
回
に
教
科
書
代
２
７
５
０

円
、
翻
訳
教
科
書
代
２
１
０
０

円
を
ご
負
担
願
い
ま
す
。

●
日
本
語
サ
ー
ク
ル
「
か
ぼ
ち

ゃ
」　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

３
５
８
７

「
家
族
を
支
え
る
会
」

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り

家
族
の
中
に
精
神
障
害
者
の
当

事
者
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集

ま
っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
家
族
を
支
え
る
会
」
は
、

家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
で
き

る
会
で
、
安
心
し
て
悩
み
を
話

し
合
い
、
多
く
の
参
考
意
見
が

聞
け
る
場
で
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
２
月
７
日
（
土
）
／

３
月
７
日
（
土
）　

午
後
１
時

30
分
～　
　
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

●
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６再

生
不
良
性
貧
血

講
演
会

専
門
の
先
生
や
同
じ
病
気
を
持

っ
た
仲
間
と
話
し
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▽
日
時
：
１
月
16
日
（
金
）
午

後
２
時
30
分
～　
▽
会
場
：
竜

ヶ
崎
保
健
所　
▽
内
容
：
講
演

お
よ
び
交
流
会　
▽
対
象
者
：

患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
・
関

係
者　
▽
定
員
30
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）
▽
費
用
：
無

料　
▽
申
込
締
切
：
１
月
６
日

（
火
）
▽
申
込
先
：
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
竜
ヶ
崎
保
健
所　
保
健
指
導

課　

☎
０
２
９
７-

６
２-

２

３
６
７

茨
城
い
の
ち
の
電
話

コ
ン
サ
ー
ト

茨
城
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
茨

城
県
自
殺
対
策
補
助
事
業
と
し

て
、
相
談
員
募
集
、
自
殺
予
防

の
啓
発
・
啓
蒙
を
目
的
と
し
た

公
開
講
座
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
23
日（
火
）午
後

２
時
～
（
開
場
：
午
後
１
時
30

分
）　

▽
会
場
：
茨
城
県
総
合

福
祉
会
館
１
階　
▽
出
演
者
：

谷
川
佳
幸
氏
（
茨
城
大
学
大
学

院
准
教
授　

テ
ノ
ー
ル
歌
手
）

▽
定
員
３
０
０
名（
先
着
順
）

●
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

つ
く
ば　
☎
０
２
９
︲
８
５
２

︲
８
５
０
５
（
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
）

い
ば
ら
き
看
護
職
合
同

進
学
・
就
職
説
明
会

看
護
職
の
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、
看
護
大

学
・
看
護
学
校
な
ど
の
進
学
希

望
者
に
対
し
、
進
学
相
談
も
行

い
ま
す
。参
加
費
無
料
。事
前

申
込
み
や
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
主
催
：
（
公
社
）
茨
城
県
看

護
協
会　
▽
対
象
者
：
就
職
活

動
を
し
て
い
る
看
護
学
生
お
よ

び
看
護
職
員
、看
護
大
学
・
看
護

学
校
な
ど
進
学
希
望
者　
▽
日

時
：
１
月
10
日（
土
）午
後
12
時

30
分
～　
▽
会
場
：
茨
城
県
立

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

●（
公
社
）茨
城
県
看
護
協
会
・

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　
☎

０
２
９
︲
２
２
１
︲
７
０
２
１

自
主
的
除
染
に
係
る

費
用
の
賠
償
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
平
成

24
年
９
月
30
日
ま
で
に
実
施
し

た
自
主
的
な
除
染
に
係
る
費
用

を
賠
償
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
左
記
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
東
京
電
力
株
式
会
社　
福
島

原
子
力
補
償
相
談
室　

☎
０
１

２
０
︲
９
２
６
︲
４
０
４（
受
付

時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）

働
く
が
ん
患
者
の

就
労
相
談

治
療
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
県
内
の
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
お
い

て
社
会
保
険
労
務
士
が
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
月
１
回　
午
後
１
時

活
動
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

は
県
栄
養
士
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
（
公
社
）
茨
城
県
栄
養
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
８
︲
１
０
８

９
常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
11
日
（
木
）
／

１
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

小
山
記
念
病
院

奨
学
生
募
集

将
来
、
小
山
記
念
病
院
に
勤
務

す
る
看
護
師
を
育
成
す
る
た
め
、

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
：
看
護
学
校
な
ど
（
大

学
、
専
門
学
校
）
に
入
学
見
込

み
の
方
ま
た
は
在
学
す
る
方
で
、
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12月  4日（木） ふれあいセンター 弁護士
12月11日（木） 江戸崎公民館
12月18日（木） 東分庁舎 弁護士
12月25日（木） 桜川庁舎 
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：12月16日（火）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

12月16日（火）　江戸崎庁舎／ 12月17日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝12月8日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

市
長
の
動
向
（
10
月
）

１
日
：
桜
川
こ
ど
も
園
開
園

式
（
桜
川
こ
ど
も
園
）
／
龍

ヶ
崎
衛
生
組
合
管
理
者
等
会

議（
龍
ヶ
崎
衛
生
組
合
）

２
日
：
百
歳
到
達
者
訪
問

（
7
名
宅
）

４
日
：
第
10
回
稲
敷
市
長
杯

学
童
軟
式
野
球
大
会
（
白
鷺

球
場
）
／
親
善
大
使
海
外
派

遣
団
報
告
会
及
び
解
団
式

（
江
戸
崎
庁
舎
）

８
日
：
常
磐
大
学
講
演
（
常

磐
大
学
）

９
日
：
第
３
回
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

10
日
：
Ｊ
Ａ
稲
敷
年
金
友
の

会
輪
投
げ
大
会
（
江
戸
崎
体

育
館
）
／
民
生
委
員
児
童
委

員
全
体
研
修
会
講
話
（
河
内

町
）

12
日
：
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル（
江
戸
崎
体
育
館
）

14
日
：
稲
敷
広
域
事
務
組
合

管
理
者
等
会
議
（
稲
敷
広
域

消
防
本
部
）
／
秋
の
地
域
安

全
運
動（
パ
ル
ナ
）

18
日
：
人
口
問
題
円
卓
会
議

（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）
／
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ

ー
ル
ズ
優
勝
祝
賀
会
（
霞
南

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

19
日
：
県
南
南
部
地
区
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
（
阿

見
町
）
／
敬
老
会
（
江
戸
崎

体
育
館
）

20
日
：
江
戸
崎
総
合
高
校
10

周
年
事
業
第
４
回
実
行
委
員

会（
江
戸
崎
総
合
高
校
）

22
日
：
新
庁
舎
安
全
祈
願
祭

（
旧
江
戸
崎
西
高
校
跡
地
）

／
議
会
全
員
協
議
会
（
東
庁

舎
）

26
日
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

研
修
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

27
日
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
新
利
根
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

／
大
杉
祭（
大
杉
神
社
）

28
日
：
江
戸
崎
衛
生
土
木
組

合
管
理
者
・
正
副
議
長
会
議

（
江
戸
崎
衛
生
土
木
組
合
）

／
龍
ヶ
崎
衛
生
組
合
議
会
定

例
会（
龍
ヶ
崎
衛
生
組
合
）

29
日
：
い
じ
め
再
調
査
委
員

会（
新
利
根
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：12月17日（水）　午前10時〜正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：12月24日（水）、江戸崎公民館／  1月27日

（火）、江戸崎公民館　※ 両日とも午前9時30分〜正午　▽対
象：市内企業経営者および勤務する方の労働トラブルなど　
▽要予約（前日午後5時までに予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）
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informationくらしと情報

12月  7日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 はたかわ医院（美浦）tel.029-885-2358
12月14日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372 
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
12月21日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
12月23日（火） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
12月28日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
12月30日（火） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
12月31日（水） 江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
  1月  1日（木） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,791人（-36）

　　男：21,717人（-11）

　　女：22,074人（-25）

世帯数：14,817世帯（-1）

※11月1日現在

12月の納税
▽納期限：12月25日（木）
・固定資産税：3期
・介護保険料：5期
・国民健康保険税：5期
・後期高齢者医療保険料：6期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システム HPhttp: ／／ www.qq.pref.ibaraki.
jp ／、携帯http: ／／ www.qq.pref.ibaraki.jp ／ kt ／
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時〜）
梅さんの落語会 12月  8日（月）　午前10時30分〜
太極拳教室 12月10日（水）　午後1時30分〜
料理教室 12月24日（水）　午前10時〜
生花教室 12月28日（日）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 栗（1）、ひらたけ（1）

基準値内のもの 原木しいたけ（3）

基準値を超えたもの 原木しいたけ（1）※ 自家消費用です。

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4407）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.055 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.058
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.099 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.079 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.064 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.079
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.072 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.050
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.067 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.094
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.054
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.077 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.062 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.081 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.080 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.080 
東中学校 校庭中央 1m 0.071 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.086 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.087 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.075 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.064 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.078 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.100

各体育施設、公園（10月22日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.090 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.080 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.100 
沼田野球場 野球場 1m 0.100 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.140 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.070 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.100 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.060
東グラウンド 野球場 1m 0.090 
白鷺球場 野球場 1m 0.080 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.070 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.090 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.120 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.100 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.140 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.100 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.090 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.080 

各小・中学校、幼稚園（10月20日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.095
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所） 園庭中央 50cm 0.095 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.071 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.061 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.061 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.071 

食品放射性物質測定結果（9月1日〜30日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（10月22日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、
江戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊
戯施設、桜川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコー
ト）につきましては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq ／ kg を下回った
ことを言います。）
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稲敷市敬老会  （10月19日）
10月19日、江戸崎体育館において敬老会が
開催されました。当日は約2000名の来場者
のもと、文化協会による芸能発表や鳴海聖子
さん、畠山みどりさんの歌謡ショーと石黒サ
ンペイさんのマジックショーが行われ、会場
が笑顔に包まれました。
これからも明るく元気に長生きしてください。

ハートピアまつり  （11月2日）
今年で7回目を迎えたハートピアまつり。
参加者全員が笑顔に溢れ、明るい雰囲気の
中で楽しく開催されました。また、会場の
各種団体や保護者の模擬店では、おいしい
ものやきれいな工芸品が立ち並びました。

稲敷市文化祭（11月1日〜3日）
メイン会場の新利根体育館では、
地元芸能、芸能人コンサートなど
が催され、新利根公民館前、庁舎
前では模擬店などにたくさんの人
が詰めかけました。また、各会場
とも素晴らしい作品が並べられ、
発表会、協議会が開催されました。

できごと
　　 　　2014・秋

❶スポーツフェスティバル（10月12日）
遊び感覚で楽しめるコーナーや体力測定が
行われました。

❷さわやかハイキング（10月18日）
多くの参加者が往復7キロのコースを。中
継地点では、さつまいも掘りに熱中。

❸中学校体育祭（市内4校）
写真は東中学校。

❹小学校運動会（市内13校）
新利根小学校で初めての運動会が開催。
写真は新利根小（❹上）と浮島小（❹下）。

❺江戸崎綱引大会（11月3日）
大人も子どもも綱引きで笑顔に。

❶

❶

❸

❷

❹

❹❺

e
v
e
n

t
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１ 

環
境
推
進
活
動

10
月
12
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
常
陽
銀

行
江
戸
崎
支
店
の
方
々
が
参
加
し
、
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
活
動
は
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
お
り
、
江

戸
崎
地
区
の
広
域
農
道
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

2 

人
口
問
題
円
卓
会
議（
人
口
減
少
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

10
月
18
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
稲
敷
市
人

口
問
題
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
議
で
は
人
口
問

題
に
関
す
る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
こ
の
対
策
に
関
わ
り
あ
る
活

動
を
し
て
い
る
企
業
や
市
民
の
方
々
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

３ 

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

11
月
1
日
、
市
文
化
祭
に
お
い
て
、
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
小
学
生
が
来
場
者
に
手
作
り
カ
レ
ー
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
接
客
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

お
昼
過
ぎ
に
は
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
に
大
喜
び
で
し
た
。

ま
た
、今
回
の
収
益
の
一
部
は
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

4 

れ
ん
こ
ん
堀
り
体
験

10
月
19
日
、
桜
川
浮
島
蓮
根
組
合
主
催
の「
れ
ん
こ
ん
掘
り
体
験
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は「
浮
島
れ
ん
こ
ん
」の
知

名
度
を
上
げ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
活
動
と
し
て
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。今
年
は
出
荷
先
で
あ
る
静
岡
県
沼
津
市
よ
り
20
組
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

5 

第
13
回
少
年
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

広
報
稲
敷
10
月
号
（
イ
ナ
ビ
ト
）
で
ご
紹
介
し
た
内
田
陽
子
さ
ん

（
新
利
根
小
）が
、
10
月
17
日
に
開
か
れ
た
世
界
大
会
の
12
歳
女
子

組
手
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

で・き・ご・と
10-11月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上
げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000

（内線2400）

６ 

大
杉
祭

10
月
24
～
26
日
、
大
杉
神
社
に
お
い
て
大
杉
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

26
日
に
は
、
神
輿
渡
御
の
ほ
か
江
戸
崎
囃
子
連
に
よ
る
あ
ん
ば
囃

子
奉
納
な
ど
が
行
わ
れ
、訪
れ
た
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

７ 

笑
遊
ま
つ
り

10
月
18
日
、
江
戸
崎
商
店
街
に
て
、
笑
遊
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。季
節
外
れ
の
か
き
氷
早
食
い
大
会
や
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

玉
入
れ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
江
戸
崎
商
店
街
は
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、
夜
の
部
と
し
て
ほ
ろ
酔
い
横
丁
が

開
催
さ
れ
、ビ
ー
ル
を
片
手
に
、料
理
や
演
奏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

８ 

新
庁
舎
安
全
祈
願
祭

10
月
22
日
、新
庁
舎
建
設
地
で
、「
稲
敷
市
新
庁
舎
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭
」（
主
催
：
五
洋
建
設
株
式
会
社
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。起

工
式
は
、稲
敷
市
を
は
じ
め
、市
議
会
、関
係
団
体
、設
計
者
な
ど

約
65
人
が
参
列
し
ま
し
た
。式
で
は
、
田
口
市
長
が
関
係
者
に
感

謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

9 

市
長
杯
学
童
軟
式
野
球
大
会

10
月
4
日
、
11
日
の
2
日
間
、
第
10
回
稲
敷
市
長
杯
学
童
軟
式
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。近
隣
市
町
村
の
少
年
野
球
30
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。市
か
ら
は
5
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

優
勝
：
新
利
根
エ
ン
ゼ
ル
ス
／
準
優
勝
：
浮
島
ド
リ
ー
ム
ズ
／
第

三
位
：
江
戸
崎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

10 

稲
の
収
穫
体
験（
ゆ
た
か
幼
稚
園
）

ゆ
た
か
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、
5
月
に
田
植
を
し
、
9
月
に
刈

り
取
り
、
10
月
に
農
機
具
を
使
い
脱
穀
を
体
験
し
ま
し
た
。12
月

に
は
収
穫
し
た
お
米
を
試
食
し
ま
す
。自
分
達
で
収
穫
し
た
も
の

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

る
貴
重
な
体
験
に
な
り
そ
う
で
す
。

3-a

5 4

1

3-b

2　

10-a10-b

67

89



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成26年 12月号　2627　広報稲敷 平成26年12月号

　　 あ い ア イ
〜クッキーちゃんのやんちゃワイワイコンサート〜
楽しい楽しい、クリスマスコンサート♪
みんなで一緒に歌ったり、踊ったりして
楽しみましょう♪サンタさんくるかな？
▽日時：12月20日（土）午前10時〜
▽会場：ふれあいセンター　▽対象者：
未就園児を含む親子

〜クリスマスを楽しもう♪〜
つばさ・ひまわりのクリスマス会♪先
生達のお楽しみショーやサンタさんか
らはプレゼントが♪皆さんのご参加楽
しみにしております。
▽日時：12月19日（金）午前10時15分
〜正午　▽場所：支援センターひまわり

　　 つばさ・ひまわり
〜クリスマスパーティー〜
みんなで楽しいひとときを過ごしませ
んか。サンタさんも来てくれます♪
▽日時：12月18日（木）午前10時15
分〜　▽場所：支援センターこうだ　
▽申込：12月11日（木）までに要予約

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜12月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

【あいアイ】
10日（水） ママと遊ぼう！
20日（土） クリスマスコンサート♪
22日（月） 12月生まれのお誕生会♪
★ぴょんぴょんコーナー★　毎週（火）予約不要
2日：製作　9日：リズム　16日：制作（クリスマスグッズ）

【つばさ】
  3日（水） クリスマス飾り制作
  4日（木） norinori ☆英語で遊ぼ♪
  9日（火） 給食体験（離乳食完了児とカミカミ期）
16日（火） お誕生会＆スノードーム作り☆
22日（月） ほっこりお正月グッズ♪

【ひまわり】
  2日（火） お誕生会＆Xmas パーティーグッズ
  6日（土） 保育園発表会
  9日（火） 給食体験（離乳食完了児とカミカミ期）
25日（木） エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！

【こうだ】
  5日（金） 手作りおもちゃで遊ぼう♪
11日（木） クリスマス飾り作り
18日（木） クリスマスパーティー
25日（木） お正月飾り作り

つばさ・ひまわり
10月☆子育て運動
会！ た く さ ん 笑 っ
て、たくさん体を動
かしました。

あいアイ
たくさんの方にお話
を聞いていただき、
有意義な時間となり
ました。

こうだ
運動会グッズ作り♪
運動会当日もたくさ
んのご参加、ありが
とうございました♡

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 12月分〜
☆ 開設時間：午前10時〜午後3時

【東保健センター】
3日（水）、5日（金）、12日（金）、17日（水）、18日（木）

【桜川保健センター】
4日（木）、8日（月）、11日（木）、15日（月）、19日（金）

１　インフルエンザの予防のポイント
ワクチン接種で重症化を予防
ワクチン接種は、重症化や死亡を防ぐ効果が期待できます。
流行するウイルスの型は年によって変わるので、毎年接種
しましょう。接種後、効果が出るまでに2〜3週間かかりま
すので流行前に接種することをお勧めします。

　　　インフルエンザの感染を予防しよう

　　　骨粗しょう症検診

行事予定（12月） 1歳6か月児健診
▽東保健センター：12月19日（金）午後
1時〜1時20分　対象＝平成25年4月
11日〜平成25年5月20日生まれ
2歳児歯科健診
▽ふれあいセンター：12月9日（火）午

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽江戸崎保健センター：12月8日（月）
午後1時〜1時20分　

前9時45分〜10時　対象＝平成24
年11月2日〜11月24日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：12月12日

（金）午後1時〜1時20分　対象＝平
成23年11月1日〜11月30日生まれ

インフルエンザの流行する時期が訪れます。ワクチン接種や日ごろの予防で感染を防ぎましょう。

骨も皮膚や髪の毛と同じように新陳代謝を繰り返していま
す。しかし、新しくつくられる骨の量より壊される量が多く
なると、骨は軽石のようにスカスカになり骨折しやすい状
態になります。そのような状態が骨粗しょう症です。
　骨量は20 〜 30歳代をピークに、その後加齢とともに減
少します。女性ホルモンが骨の新陳代謝と大きく関係して
いるため、特に女性は50歳を過ぎたころから急速に骨量が
減ってしまう危険があります。市では、40歳から70歳の

女性を対象に５年ごとの節目の検診として骨粗しょう症の
集団健診を行っています。
　早めに異常を知り、骨粗しょう症予防にお役立てくださ
い。
※ 対象の方には個別通知致します。ご希望の日程・会場に
お越しください。

手洗い・うがいの励行
うがいや手洗いは、手指や身体に付着したインフルエンザ
ウィルスを除去するのに効果的です。くしゃみや鼻をかん
だ後や帰宅後など手洗い・うがいをしましょう。

咳エチケット
飛沫感染対策として、咳などの症状がある時はマスクなど
を着用しましょう。
十分な休養とバランスのとれた栄養をとりましょう。

適度な湿度の保持
空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりやすくなりま
す。適度な湿度（50〜60％）に保つことも効果的です。

2　感染したかなと思ったら
マスクをし、早めに医療機関で受診しましょう。受診の際に窓口で症状を伝え、指示に従ってください。
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生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

◆稲敷市ソフトボール秋季大会

◆秋季硬式テニス大会各種大会の結果

10月19日、白鷺球場および東総合グランドを会場に稲敷市
ソフトボール秋季大会が開催され、参加７チームによる白熱
した戦いが繰り広げられました。　優勝： 西部インパルス
準優勝：アイドリーム　第３位：江戸崎ベアーズ・田園クラブ

10月12日に開催された秋季硬式テニス大会は、記念すべき
10回大会として秋晴れの絶好のテニス日和の中、参加17ペ
アが優勝を目指して熱戦を繰り広げました。　優勝：矢口・
矢口（マスガイアTC・マスガイアTC )　準優勝：松本・中鉢

（ラッコスタ・フリー）　第３位：林・高橋（アラスカ・アラス
カ）　第３位：田仲・田中（Sky-tener・Sky-tener)

「セルフマッサージ教室」参加者募集

平成27年（26年度） 成人式を開催します

腰痛・肩こり・頭痛などでお困りの方
お待ちしております。ダイエットや姿
勢改善にも効果的です。どなたでもお
気軽に参加できる安心の教室です。
▽日程：１月29日（木）〜２月26日

（木）（毎週木曜日）全５回　▽時間：午

アトラクション、記念写真の撮影など
を予定しています。
▽日程：1月11日（日）受付＝午前9
時30分〜／式典＝午前10時30分〜
▽会場：江戸崎総合運動公園体育館

後２時〜３時（初日は３時30分まで）
▽定員：先着20名（電話にて申込み）
▽場所：江戸崎体育館ミーティング室
▽参加費：1,000円（全５回分）
※ 教室初日にお支払いください。
▽申込方法：生涯学習課へ電話で申し

▽対象：平成６年4月2日〜平成７年
4月1日生まれで、稲敷市在住の方。
※ 進学や就職、その他の事情で現在稲
敷市に住んでいない方でも参加いただ
けます。

込んでください。
▽その他：ヨガマットまたはバスタ
オルを持参してください。
飲み物、タオル、シューズ、着替えな
どは各自用意してください。

　なお、招待状を10月上旬に郵送さ
せていただきました。対象の方でお手
元に届いていない場合は、お手数です
が生涯学習課へご連絡ください。

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

図書カレンダー  12月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
  １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 ７ ８ ９ 10 11 12 13 
 14 15 16 17 18 19 20 
 21 22 23 24 25 26 27 
 28 29 30 31   
江戸崎公民館図書室
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、23日（火）、28日（日）
〜１月４日（日）
※ １月５日（月）開館
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時
※ 図書館は水曜日のみ午前11時
〜午後7時

年末年始の休館日
平成26年12月28日（日）
　　　　　〜平成27年１月３日（土）

貸出点数を増やします
年末年始の休館日にともない、下記の
期間は貸出点数を増やしますので、ぜ
ひご利用ください。
■12月14日（日）〜 27日（土）
　本・雑誌：10冊まで　
　ビデオ・ＣＤ・ＤV Ｄ：６点まで

折って遊ぼう！
今月は「クリスマスリース」を作ります。
▽日時：12月13日（土）午前10時〜
11時　▽対象：3歳〜小学生まで( 当日
申込、定員20組)　▽場所：市立図書館

クリスマス会のお知らせ
おはなし会のボランティアのみなさん
によるクリスマス会を開催します。パ
ネルシアターや紙芝居など楽しいおは

なしがいっぱいです。手作りプレゼン
ト（ハローサンタ）も用意しています
ので、ぜひご参加ください。
▽日時：12月14日（日）午後２時〜　
▽場所：図書館児童コーナー
▽対象：幼児〜小学校低学年

映画会　〜12月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■いっすんぼうし　かさじぞう　12
支のはなし（29分）
▽上映日：６日（土）・７日（日）
■ポーラー・エクスプレス（100分）
▽上映日：13日（土）・14日（日）
■おばけのラーバン１（44分）
▽上映日：20日（土）・21日（日）

市立図書館 おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：12月20日（土）午後
1時〜　大型絵本「よかったねネッド
くん」、「もったいないばあさん」ほか

新刊図書（写真左から）
「キャロリング」
有川浩（幻冬舎）

「鳥たち」
よしもとばなな（集英社）

「家族シアター」
辻村深月（講談社）

「冬を待つ城」安部龍太郎
「べんけい飛脚」山本一力
「スカーフェイス」富樫倫太郎
「神坐す山の物語」浅田次郎
「奇跡の人」原田マハ
「現調」遠藤武文
「自覚」今野敏

このほかにも多数の新刊図書があります。市ホームペ
ージでご確認ください。

ハローサンタ（指人形）
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ふ
る
さ
と
探
訪　

第
99
号

　 
須
賀
津
の
弁
天
様（
先
人
の
残
し
た
記
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
山
本
裕
子

須
賀
津
の
弁
天
堂
で
は
、
例
年
一
〇
月
一
一
日

に
弁
天
祭
が
執
り
行
わ
れ
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。祭
礼
は
今
日
に
至
る
ま
で
途

絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
、
地
区
の
人
々

に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

須
賀
津
と
い
う
地
域
は
霞
ヶ
浦
の
南
岸
に
位

置
し
、
古
く
は
南
東
部
が
霞
ヶ
浦
の
入
江
に
面

し
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
中
期
に
干
拓
事
業
が

開
始
さ
れ
、
昭
和
七
年
に
完
成（
甘
田
入
干
拓
）、

同
三
五
年
に
は
、
須
賀
津
・
浮
島
間
も
干
拓
が

行
わ
れ
（
西
の
州
干
拓
）
湖
面
は
現
在
に
み
ら

れ
る
耕
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

干
拓
が
行
わ
れ
周
辺
が
耕
地
と
な
る
以
前
、

こ
の
弁
天
堂
は
湖
の
中
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
船
で
行
き
来
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

大
黒
天
像
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
の
前
に
十
五
童

子
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
像
と
も
に
像
高
が
あ
り
、
保
存
状
態
も
良

く
像
容
に
す
ぐ
れ
、
整
然
と
立
ち
並
ぶ
一
群
は

と
て
も
見
応
え
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
仏
像
に
つ
い
て
も
祭
礼
と
と
も
に
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
と
て
も
よ
く
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
は
、
平
成
九
年
に
お
こ
な
わ
れ
た

弁
才
天
像
の
解
体
修
理
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。解
体
修
理
と
は
、像
の
傷
み
が

激
し
く
、
材
の
つ
な
ぎ
目
が
緩
ん
で
き
た
り
、

劣
化
が
著
し
い
時
に
、
一
旦
、
材
を
ば
ら
し
て

か
ら
修
理
を
施
し
、
再
び
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、

元
通
り
の
像
に
戻
す
も
の
で
す
。更
に
弁
天
堂

内
の
一
群
の
像
は
、
修
理
の
際
に
全
て
の
像
の

表
面
に
新
し
い
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
解
体
修
理
の
時
に
、
弁
才
天
像
の
像
内

か
ら
墨
書
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
銘
文
は

以
下
の
通
り
で
す
。

「
享
保
八
年
／
卯
七
月
日
／
大
佛
師
／
宮
川
刑

　

弁
才
天
は
元
来
イ
ン
ド
で
は
河
の
神
様
で
あ

っ
た
た
め
、
日
本
に
お
い
て
も
水
に
縁
の
あ
る

場
所
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
有
名
な
江

ノ
島
や
琵
琶
湖
・
竹
生
島
の
弁
才
天
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

須
賀
津
で
も
本
来
の
弁
才
天
に
対
す
る
信
仰

は
、
弁
天
堂
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
か
ら
、
水

と
関
わ
り
の
深
い
信
仰
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
推
測
で
き
ま
す
。し
か
し
い
つ
の
時
か
ら

か
、
お
産
、
安
産
の
信
仰
と
結
び
つ
い
た
よ
う

で
、
現
在
に
お
い
て
は
、
安
産
祈
願
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
天
堂
の
内
部
に
は
、
弁
才
天
像
を
中
心
に

向
か
っ
て
右
奥
に
毘
沙
門
天
像
、
左
奥
に
は
盗

難
に
遭
い
紛
失
し
た
た
め
替
わ
り
に
現
代
作
の

こ
の
よ
う
な
修
理
の
時
で
な
い
限
り
滅
多
に
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。修
理
が
完
了
し

た
時
に
も
、
像
は
元
の
状
態
に
戻
る
の
で
、
今

は
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
す
。こ
れ
ら
の

銘
文
を
現
在
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
平
成
九
年
の
修
理
時
に
、
須
賀
津
の

故
根
藤
隼
人
元
郷
土
資
料
調
査
委
員
が
、
写
真

に
収
め
て
い
た
か
ら
な
の
で
す
。ま
た
根
藤
氏

は
修
理
を
す
る
前
の
仏
像
の
姿
も
写
真
に
記
録

し
て
い
ま
し
た
。こ
の
写
真
を
も
と
に
、
元
の

仏
像
の
容
姿
や
仏
師
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が

で
き
、
仏
師
は
千
葉
県
の
幾
つ
か
の
寺
院
で
造

像
し
て
い
る
専
門
の
仏
師
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

須
賀
津
の
弁
才
天
像
は
、
整
っ
た
像
容
で
、そ

れ
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
宮
川
刑
部
と

い
う
専
門
仏
師
に
よ
る
造
像
、こ
の
仏
師
の
他
の

作
や
更
に
は
江
戸
時
代
の
像
と
比
較
し
た
と
き

の
像
の
大
き
さ
も
含
め
、
安
置
す
る
須
賀
津
地

区
と
い
う
一
地
域
の
こ
の
時
代
の
豊
か
さ
を
物

語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
々
に
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
故
根
藤
委
員
も
願
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

※
弁
天
堂
が
湖
の
中
に
位
置
し
て
い
た
時
の
様

子
や
安
産
祈
願
に
つ
い
て
は
、『
稲
敷
市
立
歴

史
民
俗
資
料
館
館
報
』
第
５
号
内
の
根
藤
氏
の

執
筆
に
よ
る
も
の

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

△①弁天堂内

△②弁才天像（修理前）

部
作
之
」

「
嘉
永
三
戌
八
月
吉
日
／
奉
再
光
大
辨
才

天
／
同
州
同
郡
阿
波
村
／
大
佛
師
鈴
木
秀

興
／
俗
名
木
村
右
馬
之
□
」

　

こ
の
銘
文
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
享
保

八
年
（
一
七
二
三
）、
大
仏
師
宮
川
刑
部
に

よ
っ
て
造
像
さ
れ
、嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）

阿
波
村
大
仏
師
鈴
木
秀
興
が
修
理
し
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

像
の
内
部
に
書
か
れ
て
い
る
銘
文
等
は
、

△③弁才天像内
（写真②、③は平成9年根藤氏撮影）

句
の
席
へ
声
だ
け
届
く
四
十
雀	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

コ
ス
モ
ス
や
美
女
の
も
て
な
す
茹
で
卵	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

涼
新
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
の
真
珠
か
な	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

一
陣
の
風
に
コ
ス
モ
ス
舞
ひ
に
け
り	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

行
秋
や
童
に
返
る
同
窓
会	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

わ
が
庭
の
ご
と
く
蜻
蛉
飛
ん
で
お
り	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

模
様
替
え
ひ
と
つ
残
せ
し
秋
扇	

石
井
忠（
橋
向
）

淋
し
さ
を
分
け
あ
う
如
く
ち
ち
ろ
鳴
く	

宮
本
芳
子（
切
通
）

水
郷
に
人
呼
ぶ
コ
ス
モ
ス
祭
り
か
な	

岡
村
敏
子（
新
山
）

一
匹
の
秋
刀
魚
を
焼
い
て
一
人
膳	

福
本
き
み
え（
新
山
）

捨
て
猫
や
お
は
ぎ
の
よ
う
に
か
た
ま
っ
て	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

台
風
過
消
え
入
り
そ
う
な
昼
の
虫	

代
静（
犬
塚
）

カ
ロ
リ
ー
を
表
示
の
メ
ニ
ュ
ー
食
の
秋	

根
本
京
子（
高
田
）

山
茶
花
の
は
や
咲
く
垣
の
白
さ
か
な	

篠
田
邑
草（
新
山
）

栗
煮
れ
ば
健
や
か
な
り
し
日
を
憶
う	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

敬
老
日
素
敵
な
笑
顔
も
ら
い
つ
つ	

根
本
静
江（
阿
波
）

赤
と
ん
ぼ
右
往
左
往
や
空
暮
れ
る	

小
貫
和
子（
浮
島
）

赤
い
実
を
見
つ
け
ポ
ッ
ケ
に
園
児
た
ち	

高
柳
ゆ
き
子（
古
渡
）

碓
氷
湖
に
逆
さ
紅
葉
や
影
濃
ゆ
く	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

椎
の
実
を
拾
う
こ
と
な
く
宮
を
掃
く	

埜
口
信
子（
阿
波
）

茎
立
ち
て
黄
を
極
め
を
り
石
蕗
の
花	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

曇
り
日
の
風
の
重
た
き
花
す
す
き	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

奉
納
の
相
撲
無
く
な
り
宮
の
秋	

高
須
湖
城（
浮
島
）

蕪
・
牛
蒡
・
里
芋
・
人
参
・
菠
薐
草
里
の
恵
み
の
溢
る
る
厨	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

信
号
の
青
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
輝
き
て
赤
よ
り
変
わ
れ
ば
次
々
発
車
す	

財
部
睦
美（
光
葉
）

亡
き
君
の
愛
唱
歌
な
り
し
御
嶽
山
事
故
の
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
と
な
る	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

歩
け
る
う
ち
は
歩
い
て
行
こ
う
ポ
ス
ト
ま
で
投
函
の
は
が
き
一
枚
持
ち
て	
根
本
正
直（
門
前
）

青
空
に
う
れ
た
る
柿
色
し
た
た
り
て
の
ど
か
に
秋
は
暮
れ
て
ゆ
く
な
り	
松
本
静
子（
西
町
）

目
つ
む
れ
ば
蚕
の
葉
を
食
む
音
が
す
る
名
残
の
桑
は
大
木
と
な
り
て	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

台
風
で
予
定
も
気
候
も
急
変
し
学
校
休
み
の
子
ら
は
は
し
ゃ
ぎ
ぬ	

山
本
彰
治（
高
田
）

そ
よ
風
の
湖
べ
り
の
枯
れ
す
す
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
吾
を
誘
い
て
お
り
ぬ	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ま
ね
ご
と
に
鎌
研
ぎ
や
れ
ば
切
れ
る
よ
と
喜
び
し
夫
彷
彿
と
顕
つ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

姑
と
一
緒
に
暮
し
て
よ
か
っ
た
と
旧
き
家
に
て
し
み
じ
み
思
う	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

傘
寿
を
皇
后
様
は
迎
へ
た
り
い
つ
い
つ
ま
で
も
御
元
気
祈
る	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

は
ら
か
ら
の
夫
婦
ら
八
人
子
に
返
り
今
が
盛
り
の
紅
葉
を
愛
で
ぬ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

秋
風
に
吹
か
れ
て
も
な
お
健
気
な
り
朱
に
染
ま
り
た
る
名
残
り
の
ト
マ
ト	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

澄
み
透
る
歌
声
を
聴
く
昼
さ
が
り
我
が
胸
内
に
熱
き
も
の
湧
く	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

こ
の
一
冊
使
い
切
れ
る
や
店
頭
の
日
記
帳
手
に
年
齢
思
う
な
り	

川
村
と
み（
堀
川
）

よ
う
や
く
に
夏
の
り
こ
え
て
夕
庭
を
わ
た
る
初
秋
の
風
に
た
た
ず
む	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

徒
ら
に
紅
く
熟
せ
る
ほ
ほ
づ
き
を
ひ
と
り
嬉
し
む
夕
映
え
の
庭	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

地
平
線
の
果
て
に
す
と
ん
と
陽
の
落
ち
て
鎖
を
切
り
し
ご
と
く
夜
が
来
る	

小
泉
實（
福
田
）

い
つ
し
ら
に
つ
く
つ
く
法
師
の
声
絶
え
て
た
わ
わ
に
実
る
柿
の
色
づ
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

窓
の
辺
に
そ
っ
と
止
ま
れ
る
あ
き
あ
か
ね
し
ば
し
動
か
ず
わ
れ
を
慰
む	

柴
崎
文
子（
町
田
）

「
そ
ん
な
に
さ
、落
ち
込
む
な
よ
」と
わ
が
頭
小
突
い
て
友
は
笑
顔
を
向
け
ぬ	

根
本
邦
子（
押
砂
）

ひ
た
ひ
た
に
水
切
ら
さ
ず
が
コ
ツ
と
言
う
ホ
ッ
コ
リ
黒
豆
母
を
引
き
継
ぐ	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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　今回は、東地区の水田ブロッコリー
の取材に行ってきました。水田ブロッコ
リーの最大の特徴は、高畝で作るため
水はけがよい事で、その美味しさには定
評があります。ブロッコリーは苗植え
から収穫まで約2ヶ月かかり、定植は苗
植えは機械、収穫は包丁を使って全て
手作業で行います。坂本さんはブロッコ
リー栽培１５年のベテランで、収穫を

のブロッコリーが綺麗に収まってい
くのを見て、職人技に感心しました。毎
日、ブロッコリーの成長を見守る坂本
さん夫婦の姿からは、生きがいを感じ
ることができ、貴重な経験をさせて頂
きました。

　今回は、小貫さん夫婦のレンコン収
穫作業を取材してきました。レンコン
の収穫は、朝日が昇ると同時に始まり
ます。場所によって土の性質が異なり、
採れるレンコンの状態で、機械の水圧
を見極める必要があるそうです。
植え付けから収穫までの一連の作業の中で、
一番気を使うのは、手作業の植付けだ
そうで、種バスを折らないように細心
の注意を払います。また、水位と水温
調節も重要な作業となります。おいし
いレンコンを作るには、大変な苦労が
必要ですが、その魅力を尋ねると、家
族との時間がつくれることだとのこと。
取材を通して、小貫さん夫婦の暖かさ
が感じられました。

『坂本家のブロッコリー』 2014.10.29 2014.10.29『小貫家のレンコン』

坂本さん夫婦 小貫さん夫婦

早朝の収穫風景箱詰めされたレンコン

レンコンの水洗い

家族での作業風景

秋冬ブロッコリー

収穫風景箱詰め作業選別作業自動収穫台

１レンコンは 5mm 程度のイチョウ切りにし、ブロッコリーは軽く下ゆで。2 パスタは水１ℓ
に対し、塩 10g の割合で表示のゆで時間より１分短めに茹でる。3 フライパンにオリーブオイ
ルとにんにく、鷹の爪を入れ弱火でにんにくの香りがオリーブオイルに移るまで炒める。4 レ
ンコンを加え、表面に焼き色がついたらマッシュルームと炒める。5 白ワインを加え、強火で
一気にアルコール分を飛ばす。6 下ゆでしたブロッコリーとパスタのゆで汁をおたま一杯分加
え、ゆで汁がなくなるまで炒める (ブロッコリーは火を通しすぎると色が悪くなるので注意！）。
7茹であがったパスタをフライパンに加え、塩・こしょうで味付けしてできあがり。

～ブロッコリーとレンコンを使った今日の一品 !～

経て、段ボールに均等な大きさの12個

 ブロッコリーとレンコンとマッシュルームのペペロンチーノ
今回取材したブロッコリーとれんこんを使った一品を紹介し
ます。ぜひ、みなさんのご家庭でも作ってみてください。

【材料（２人分）】

パスタ　１８０g　　　　　　　れんこん　１節

ブロッコリー　１／２個　　　　マッシュルーム　４個

にんにく　１片　　　　　　　  鷹の爪　１個

オリーブオイル　大さじ２　　　塩・こしょう　適量


